
発 干Uに 際 し て

W H Oは 世 界人類 の保健 と衛 生 を担 当す る国 連 の専 門機 関で その 目的 は人 び とが健 康 を

楽 しみつ つ職 分 を通 して社 会国 家 に寄 与 し人類 の平和 に貢 献 しよ うとす る もの で あ る。

お よ そ、 その国 が興 り、 その社 会 が栄 えるため には人 び とが″い身 ともに健 康 で あ らねば な

らないので あるが、WH Oは こ う した意 味で保健 衛 生の増進 を目標 に19 4 8年に発足 し今 日で

は 世界 12 9カ国 がカロ盟 して お り、 わが国 も昭 和 26年 にカロ盟 して その 高 い文化 と進 ん だ医学

とで 世界の 人び との 長寿 と健 康 の た め に多 くの貢 献 を して い るので ある。

昔 か ら人生50年 といわれて い るが今 日で は人生 は70年か80年 か も知 れ ない。かように平均

寿命 がの びた とい うこ とは即 ち各 人の健 康 度 が著 しく上 昇 した とい うこ とで よ ろ こび に堪

えないが、しか し同 じくイ建康 とい って も人 び とによ って格 差 が あ り程 度 が あ る。つ ま り健 康

美 が躍 動 して い る】犬態 か らわず か にイ建康 を保 って い る程 度 もあ り、イ建康 に破 綻 を来 して い

る もの もある。 また健 康 は単 に肉体 だ けで は な く精 神 の作 用 が大 い に関係 す る し、 そのイ来

健衛 生上 の手段 も千差万 別 だ。 こ う考 える とWH Oの 使 命 も多岐 な らぎる を得 ない。

日`で 見 るWH O、 は こ う した 見地 か らその 目的 と手段 を端 的 に明 か に しよ うと した も

ので、 百 聞 は―一見 に女日かずで あ る。

日本 WH O協 会の今年 の テーマ は 「みん なで築 こ うあすの健 康」 で あ るが こ う した 目標

は大 衆 に根 をお ろ さねば な らず 、マ ス コ ミの 自覚 と協 力 をほ か に して は達 成 され ないので

ある。 こ う した意味 か らも大 衆 と共 にあゆ まれ る蛤 ナ|1京都府 矢日事 が、 日 本 WH O協 会 の趣

旨 に深 い ご理解 をいただ き、協 会育 成 に多大 の ご支援 を賜 わ った こ とを拡 に深 く感 謝 す る

とともに、 こ う した小 冊子 が この遠 大 な目標 の PRに 、 また その達 成 に効 果 的 な寄 与 を も

た ら し、 人び との健康 へ の道 じるべ となれ ば幸で あ り、大 方の ご協 力 を願 って止 まない次

第で あ る。

日本 WHO協 会  会 長

野 種 一 郎

WHOと 紋 章

WHO(世 界保健機 関 )と は、国連 の仕事 の うち保健衛 生の分野 を

受 け持 つ専 門機 関で World Health Organizationの 頭 文字 をとって

WHO(ダ ブ リュ ・エ イチ ・オー)と 呼んで い る。

その 目的は 全人類の1建康 を守 るため に、世 界の国 々が力 をあわせ努

力 しよ うとす るもので ある。

なおWHOの 紋 章は、国連紋章の中央 に医術 の神 といわれ るヘ ビと

ギ リシヤの医神 イスキ ュ レピアスの杖 を配 した もので ある。
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〔写真上〕 この子供はフランベ ジアとい うぞっとす るよ うな悲惨 な病気 にかか

っている。 しか し、 この病気 もペニ シリンを注射す ることによってなおること

がわかった。

〔写真左 〕 この子供 の母親 は ライ病 にかか りすで に足 の指 がな くなって いる.

しか しこの ライ病 も新 しい硫 黄系製斉」で治療す れば伝 搬 を喰 い止 め られ ること

が証 明 された。
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全人類 は立 ち上 が った

1948年 4月 7日

世 界保健 機 関 (WHO)誕 生
一つ の病 気 が、一つの大陸 か ら他の大 陸 に

伝播 す るこ とを防止 し、 また全世界の人類 が

健康 を維持 し増進 す るためには、国 際的 な協

ブ」が必要で あ り、 そのための努 力がこれ まで

敗 世紀 に亘 って続 け られて きま した。

第 2次 世 界大 戦 が終 る直前 の1946年 6月 に

連 合国 が 「国 際連合」 を組織 して、世 界の平

和 を維持 しよ うとサ ンフラ ンシスヨで会議 を

開 きま した。 その時 、 ブラジル と中国 の代表

か ら、保健衛 生の分野 で も、国際的 な常設機

関 を設 けるべ きだ との意見 が出 され、 全会一

致 で これ を可決 いた しま した。

そ して この案 は、 ロ ン ドンで開かれた第 1

H□ 際連合経済社会理事会で も採 り上 げ られ、

翌年 6月 19日 か ら 7月 22日 までニ ュー ヨー ク

で間かれた国 際保健 会議で、具体的 な問題 が

キ:1談され ま した。

その結 果、国 際連合の仕事の うち保健衛 生

の分野 を受 け持つ専 門機 関 とす ることにな り、

機関の 名称 を世 界保健機 関 (World Health

O rganization ― ワ‐―ル ド ・ 沿、ルス ・ オ ‐―フゲ

ニゼ イシ ョン)と 決 め、頭 文字 をとってWH

O (ダ ブ リュ ・エ イチ ・オー)と '子ぶ ことに

し、 その理 念、 目的、機構 、組織 、活動範 囲

を規定 したWHO憲 章 が作 り上 げ られ ま し,た。

そ して この会議の最終 日に61カ国 が この憲章

た調印 したので あ ります。

しか し、 この憲 章 は国際連合 にカロ盟 して い

る26カ国 の批准 を了 えては じめて効 力を発生

す るよ うに、憲 章 自体 の中で定 めて いたので、

それが実現 したの は約 2年 後 の194 8年 4月 7

Hで あ り、 この 国に史上 は じめての世 界各国

が一つ の組 織 の下 にその 力を結集 し、世 界中

の 人び とをで きるだ け高い健康 水準 に引 きあ

げよ うとす る世 界的 な保健機関 が生 まれたの

です。

続 く 6月 には、第 1回 の世 界保健 結会 を開

いて、今 までの国 際連盟の保健 部や、パ リに

あった公衆衛 生国際事務局の保健 部の財産、

事 業等の 引 き継 ぎを行 ない、WHOの 事業 計

画 および予算 の採択、カロ盟国の分担金害」当等

の事業 を とり進 め ま した。 こ う してお膳立て

が整 ってWHOが その事業 を開始 したのは、

1948年 9月 1日 か らで あ ります。

世 界保健 デーは、WHOの 憲章 が効 力を発

生 して、 いわばWHOが 誕生 した1948年 4局

7日 を記念す る日で あ り今年の 4月 で20年 目

を迎 えたわけで あ ります。

WHOの 組 織

現在 WVH Oに 1ま、 129の 国 々が加盟 し、 そ

の本音口をスイスの ジュネーブに置 いて い ます。

内部機 関 と して世 界保健総会、執行理事会

および本部事 務局の 3つ があ り、 この他 に世

界の 6地 域 にそれ ぞれ地域委員会 と地 域事 務

局 か らなる機 関 を置 いています。 これ らの機

関で は、つ ぎの よ うな仕事 を して い ます。

(1)世 界保 健総 会

加盟国 の代 表で構 成 され る立法機 関で、毎

年 1回 (通常 5月 )開 催 され、WHOの 方針

や計画 を決定 し、予算 を採択 し、 また執行理

事会や事務局の上級機 関 と して、 その指導監

督 に当 って い ます。

(2)執 行理 事会

保健 総会 が選出 した24の理事国 が任命 した

24人 の委員 によって構 成 され、保健 総会 が決

定 した政策 を実施 し、補足 して い く幸ヤ i負 す

で、毎年 2回 会議 を開いて い ます 手

(3)本 部事務局

本部 はスイス ジェネー ブにおか'1、 1学 `

や事務職員 によって、 WHOの 11々 .ヤ,キ='

担 当 し、 またWHOの 報告 書や 千車 :・ヤ ■ (

して理事会 に提 出 して い ます。

14)地域委 員会 および地域 事務局

地 域 的 な事項 に関す る政策 を tモr、 ぇ "!

の WHO事 業計画 予算 を作 成 し、 二ri t■ 「

で言忍め られ る と、 WHOが 各「Elに rチi′■ ミ!

援助や予算 が きまるわけです‐

その地域 お よび事務局の所 在地 . 1、 f

ッパ地 域 (ヨベ ンハーゲ ン)ア フ  fィ :■

(ブラザー ヴイル)東 地 中海地 域  ~ゥ
・ ‐

ン ドリア)東 南 ア ジア地域 (ニ ニー‐

西太平洋地域 (く7ニ ラ)南 Jヒア メ  ■ ,こiぅ

(ワ シン トン)と なってい ます

(5)専門家諮問部会 お よび専 門家委 員会

WHO専 門家諮問部会 および専IⅢ!京 春11!「

はWVH Oの 事 業 をす支術 的 に難 も進 /ti=   '

あるよ うにす るため、 また最 も打 と 。ここ■

成果 に もとづ いてWHOが 事を1伴F‐ ■ 1′

め に公衆衛 生、医療、薬事 の あ ら`●を ■言i

つ いて全世 界の最高権威者 を厳送 と r=を

た もので あって、現在44の部 会が 克 ,、 1

部 会の メ ンバ ーは、常時 には文通 て そ
‐
■ '

白勺矢田識 をWHOに 提 十共し、 ま たH手に|=モ  :

か ら更 に選出 されて個 々の専 門家 委 4 4 :ざ

席 して言寸議 を行 な うこともあ り、現 在ギrせ, ~ H・

名以上 の世 界の学者 が名前 をつ らねて‐ = :



WHOが 行 な ってい る事業 に は、い ろ

い ろあるが、WHOの 本部事務局 も しく

は地域 事務局 を通 じ各 国 との国際的協 力

の下 に行 なわれてい る。

まず第 一 に国際間の伝染病対策 であ り、

全世界 に またがる無線放送網 を利用 して

世界の保健衛生情報 を集 め、各 国政 府 に

対 し、疾病 を防 ぐための情報 を通報 して

い る。

スイスの ジェネー ブにあるW H O本 部 事務局
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仮 に 1人 の医師 が 770人ずつ持 けも っ

と して も現在 の世界 人 口 か らす る と 350

万の医師 が不足 している。 これ は恐 るべ

き数字 だが、 さ らに世界 人 口 が倍増 した

ヨには、ぃ ったい どうなるの だろ うか。

医師 になるに は 8～ 9年 かかるが、医

学教育 については、常 に将来の必要性 を

含頭 にお かね ばな らない。WHOは 、保

控衛生 マ ンの石汗修 を行 な うとともに、奨

茅金制度 によ って各 国の若 い技術 者 に海

夕1研究の便 を与 えている。
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人間 は、 どこの国 にいて も、いつの■

代 になつ て も健康 で幸 わせ でな けれほ =

らない。 WHOで は、専 門家委 員会 ,

会議 を通 じて研究 を行 な ってい るこ と ―

に増カロす るガンの原 因究明の ため 1966生

に フラ ンスの リヨンに国際 ガン研究模 智

を創設 した。

写真 は、 ガ ン手術 とタバ コに含 まれ を 1

ン物 質の究明実験



伝染病 に は、国境 がない とい われる とお

り国際間の交通 の 目ま ぐる しい発達 に伴

ない、ベ ス ト、ヨ レラ、痘 そ う等の恐 ろ

しい伝染病 が各 国 にイ云播 し易いの で、そ

れを防 ぐためWHOは 、すべての陸海 空

の交通 に適応 す る国際衛生規則 を定 め、

し回盟国の検疫 に関 す る規 則や措置 を調整

し、国際間の旅行 者 に対 す る必要 な予 防

桂種 を行 なわせ ている。
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文化 の進 むにつ れ、大気 の汚染 、水質

の汚濁 、騒音 、振動 な どの公害 の発生 、

上下水道 、清掃施設等の生活環境施設 の

不備 、 ビルデ ングの増加 に よる人工的張

境 あるい は住宅不足 か らくる過密住 な と

居住環境 についての問題 が人間の健康 と

福祉 の上 に大 きな影響 をもた ら しつつ あ

るの で、wHoで は、これ らの調査 、公

害 の測 定等 に も取 り組 んでいる。


